
122－ 自著հ

　本著ʰミΤン・ϠオのՎགとّྱʱは、アジア研究センター共同研究として 2013年度から 15年度に
実施した課題名「ބ南省ཟ山県過山系Ϡオの言語学的研究」の成果として刊行したものである。
　2008年 11月にミΤン・Ϡオにおいて実施された度ռّྱの調査に始まり、ّ ྱ内容の分析と合わせ、
ّྱで使用された大量のࣈ文書の文࡞成、ߍగ࡞業、解ಡ分析、現代語訳を進め、ّྱの実ફを
。文書の対応を明֬にし、ّྱ知識の総体を立体的に研究することに専心してきたࣈ
　研究を進めるうちにミΤン・Ϡオのّྱ知識の中でも特にࣈ文書のಡᨙӵএ法がۃめてෳࡶであ
ることにؾかされた。
　छ々なّྱでಡᨙされるӆ文の経文は、7言上下۟が対をなし、7言の 4۟をͻとまとまりとして構
成され、日常使用されるミΤン語や語とは異なるԻ܇がされ、経文によって異なるリズムとટ律を
そなえたۂઅをけて発される。ӆ文経文の内容は、ミΤン・Ϡオのアイデンティティーのࠜװを
なすਆや歴史ঀ事、ّྱのࣥ行内容やࡇ司として守るべき教܇、口ঝの記等多ذにわたるが、୯な
る道教からのआ用ではないミΤン・Ϡオಠ自の信ڼ知識や伝統的概念がॖڽされ、対۟や復や多義
の比ἰ表現が用いられる。ّྱの実ફでは経文を文面通りಡᨙするだけではなく、口ঝと書ঝ部分をࠞ
司とঁ性Վ手とでは同ࡇする。உ性ࡏめて難解な法則が存ۃさせたり、ֻけ合い問答形ࣜで進める等ࡏ
時進行でӵএを行なうが、経文やӵএ法が異なる。今までॆ分になされてこなかったこのӆ文経文のّ
ྱにおけるಡᨙӵএシステムの解析を進める必要をײじた。
　この解明の手始めとして、ّ ྱの中のՎགの実態分析と言語学的な分析を進める研究プロジェクト「ބ
南省ཟ山県過山系Ϡオの言語学的研究」に取りかかり、その中間報告として成果の一部を本著にまと
めた。
　収められた論文はઙ野春二「「招ฌ」におけるࠄޒฌ・家先ฌ・元ঔਆ―中国ބ南省ཟ山県の過山Ϡ
オの事例から―」、内海ྋ子「ϕトナムのミΤン・Ϡオのҥ文化―ラオカイ省の事例を中心に―」、ᩀ
੩「過山系ᴵ（ミΤン）に見る「ࡾ清ਆ」について―中国ބ南省永भ市ཟ山県のّྱਆ画・ّ ྱ文献・
ّྱ実ફからの考察―」、廣田律子「ّྱにおけるՎག―「大Վ」のಡᨙӵএされるؐ家ྱّئを事例
として―」、ؙ山「Ϡオफ教文献「意者書」から見るؐ家ྱّئ―大ி意者の問ֻと許ئの部分を
中心に―」、ࡾ村ٓܟ「ّྱにみるϠオのધ―Ϡオのもつધのイメージ―」、٢川雅之「h 大Վ書ʱ
上記Ի―ミΤン語（ษ語）ཟ山ა源方言による―」、٢野晃「タイ北部のミΤンにおけるՎとՎག語
―「Վ二່ݹ」発Իと注ऍ―」の 8編である。
　٢野論文はタイ北部をフィールドとし、ミΤン・ϠオのՎについて調査を進めた成果である。4ྨܕ
のӵএ法の存ࡏを明֬にした上、Վのテキスト「Վ二່ݹ」を用いて、ࣈと発Իと意味の事例を示し、
Վག語語ኮを明らかにし、ӆ律の規則解明にも踏みࠐΜでいる。
　٢川論文は言語学からのアプローチの成果である。ミΤン・Ϡオのアイデンティティーにかかわる
Վ書であるʰ大Վ書 （ɦ中国ཟ山県ა源ڷভཟ村趙金所有）について、ࡇ司趙金ࢯによるಡᨙӵএ
を記化するための調査を進め、趙金ࢯのԻを国際Ի記߸を用いて記Իを行なった。

ࣗஶհ

　

「ミΤン・ϠオのՎགとّྱ」

�

廣田　律子



－123

　ؙ山論文は、ބ南省ཟ山県のミΤン・Ϡオで行なわれるؐ家ྱّئで使用されるࣈ文書「意者書」
を取り上げ、ෳࡶなئに関連するّྱの全過程を記す「意者書」に対し、歴史学からのアプローチを行
ない、文を施し、その内容についてّྱの実ફと結合させた分析を行ない、その特徴を明らかにして
いる。
　ઙ野論文は、ބ南省ཟ山県のؐ家ྱّئや度ռّྱやࠗྱで行なわれる「招ฌ」ّྱについて、そこ
に招かれるਆや「招ฌ」ّྱの実ફの内容のৄࡉな分析に取り組み、招ฌの異議をつまびらかにする
一方、招ࠢのّྱとのྨࣅをࢦఠしている。
　内海論文は、ϕトナムのミΤン・Ϡオグループに存ࡏする多༷なҥ文化の特徴を整理した上、特にّ
ྱにおいてࡇ司や受ྱ者がணけるҥについて言及し、ਆ画にඳかれたਆのҥとも関連させ、伝統的
なҥがܧঝされている点を明らかにしている。
　ᩀ論文は、ミΤン・Ϡオのّྱにおいてࡇஃにֻけられるਆ画をテーマとし、中でもࡾ清ਆを取り
上げ、ࡾ清ਆがඳかれたਆ画だけでなくࡾ清ਆにかかわるࣈ文書の記ड़内容を解ಡし、またّྱの実
ફとも関連させて分析することでミΤン・Ϡオにとってのࡾ清ਆを立体的に解明している。
村論文は、ૹ ّྱや度ռّྱやֻ౮ّྱの実ફにおけるसとૹધのҐ置けを明֬にした上、ミࡾ　
Τン・Ϡオのّྱで使用されるसの意義と特徴を解明するため、周辺諸地域のّྱにおけるसとૹધ
との比較を試みている。
　廣田論文はؐ家ྱّئの盤Ԧئ部分についてのّྱ実ફ内容についてৄࡉに分析を行なった上、民
のਆ等が記ड़されている「盤Ԧ大Վ」のӵএのもつ意義について論及した。さらにϕトナムと中国の
「盤Ԧ大Վ」の部分の対রを試みた。
　今回のようにミΤン・Ϡオのෳࡶなّྱ知識の中でも、特に解明が必要である言語やՎགにかかわ
る刊行物が刊行できたのも、調査研究の積み重ねの結果といえるが、ԿよりϠオの伝統文化が世界中
のछ々な学問分野の研究者から関心を集めていることを表わしているのであり、本著を通じてϠオ伝
統文化が高くධՁされることを切望し、また総合的に研究される必要があることをڧく表明したく考え
る。
　いわΏるϠオと他শされる人々は中国ばかりでなくタイ・ϕトナムをはじめとする東南アジア大
部やアメリカ等世界各地に分ࢄしてॅډしており、収集したّྱ文献・文書の公開を通じて自民の文
化を再発見し、再ධՁすることに᷷がると考える。すでにࢲたちの活動にݺ応して、中国では近年新た
に省レϕルでބ南省ᘯ文化研究センター、県レϕルでཟ山県ᘯ文化研究学会が設立された΄か、相
同のّྱ知識を伝ঝしてきたタイのミΤン・Ϡオと中国のミΤン・Ϡオの間の交流を実現した。さ
らに 2015年 12月にཟ山県で実施された「ؐ家ྱّئ」と 2016年 2月にラオカイ省サパ県チュンチャ
イ社で実施された「ࡇ司としてཆ成する子どもを選ぶّྱ」に中国とϕトナムのࡇ司が相互に参加する
等ϕトナムのミΤン・Ϡオと中国のミΤン・Ϡオの交流も進Μでおり、ミΤン・Ϡオのّྱ伝ঝ
にさらなる展開が予される。それぞれの国で程度のࠩこそあれّྱ知識のܧঝが難しい状況ある中、
ّྱとّྱ文献・文書及びその使用法及びಡᨙӵএ法を収集記保存そして活用することは、Ϡオの
社会にとどまらず人ྨ文化の保存ܧঝ活用の観点からもその意義は大きいと考える。
　今後さらに研究が活発に行なわれ成果が世に問われଓけることを切望する。

 （ͻろた　りつこ　ਆಸ川大学経営学部教授）
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